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会 員 状 況

平成 31年4月30日現在

男 ７２９人 (８人減)

女 ４７７人 (２人減)

合計１２０６人 (10人減)

( )内 平成 31年 4月 1日
より増減

第97号 主な内容

○ 定時総会のお知らせ、事業計画事項 …………………………(２)
○ 30年度事業実績及び今後の課題 ………………………………(３)

○ 30年度地区別事業報告会 ………………………………………(４)

○ 部会・委員会情報 ……………………………………………(５)

○ 職群班・地域班班長紹介 …………………………………(６)(７）
○ 就業相談会の実施について、職場訪問 ………………………(８)

○ 地域交流情報 ………………………………………………(８)(９)

○ 会員の広場 …………………………………………………(10)(11）

○ 理事会報告、新入会員の紹介 …………………………………(11）

○ 事務局からのお知らせ、編集後記、他 ………………………(12)

【 春爛漫 】（ことぶき荘）



シルバー さかど ( 2 )

6月15日（土）は令和元年度 定時総会です！！

◆ 会場：坂戸市立勝呂公民館

◆ 時間：１３時３０分 開会

総

会
は
、

会
員

が
出

席
し
て

成

立
し

ま
す
。

シ
ル

バ
ー

人
材
セ

ン

タ
ー

の
平
成
30

年

度
の

事
業
の

報

告
を
受
け
て
そ
の
成
果
を
承
認
し
、

決
算

書
類
等

の
数

値
で

結
果
を

決

議
し

、
同
時

に
令

和
元

年
度
の

事

業
計

画
に
よ

り
現

状
と

将
来
を

知

り
、

会
員
と

し
て

ど
の

よ
う
に

関

わ
っ

て
い
く

の
か

を
確

認
す
る

重

要
な

場
で
す

。

会

員
皆
様

の
出

席
を

お
願
い

し

ま
す

。

※
今
年
の

会
場

は
昨

年
と
同

じ

勝

呂
公
民

館
で

す
。

【
持

ち
物
】

上
履

き
、

自
分
の

靴

を

入
れ
る

袋
、

議
案

書
を
お

持

ち

下
さ
い

。

昨年度定時総会風景

勝呂公民館案内図

片柳交差点

〒

石井郵便局 石井下宿交差点
ワークプラザ

坂鶴消防組合
消防本部

至鶴ヶ島

令
和
元
年
５
月
以
降
の

事
業
計
画
事
項

５
月

◆
20
日

就
業
相
談
会

◆
31
日

就
業
開
拓
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ

（
事
業
部
会
）

６
月

◆
15
日

令
和
元
年
度
定
時
総
会

◆
17
日

就
業
相
談
会

◆
20
日

植
木
剪
定
講
習
会（

事
業
部
会
）

７
月

◆
10
日

専
門
部
会
員
等
委
嘱
状
交
付
式

◆
16
日

就
業
相
談
会

◆
24
日

お
菓
子
教
室

（
女
性
の
会
）

◇
シ
ル
バ
ー
さ
か
ど
98
号
発
行

８
月

◆
１
日

新
入
会
員
研
修
会

◆
19
日

就
業
相
談
会

９
月

◆
17
日

就
業
相
談
会

◇
会
員
親
睦
旅
行

◇
は
実
施
日
未
定



3 0年 度 29年 度 前 年 比
1,216人 1,20 1人 ＋ 15人

公 共 137,1 2 4千 円 122, 3 6 1千 円 112.1 %
民 間 408,6 2 7千 円 387, 8 2 3千 円 105.4 %
個 人 58,6 8 1千 円 61,7 8 5千 円 95.0 %
独 自 259千 円 269千 円 96.3 %
計 604 ,6 9 1千 円 572, 2 3 8千 円 105.7 %

公 共 24,5 2 9千 円 23,9 2 1千 円 102.5 %
民 間 19,8 1 9千 円 17,8 1 2千 円 111.3 %
計 44,3 4 8千 円 41,7 3 3千 円 106.3 %

6 4 9 ,0 3 9千 円 613, 9 7 1千 円 105.7 %

平 成 ３ ０ 年 度 実 績 と 前 年 比

契
約
額

会 員 数

請
負

派
遣

合 計

【
会
員
数
・
業
績
共
に
堅
調
】

専
務
理
事

池
田

重
人

◇
事
業
概
要

平
成
30
年
度
は
、
各
委
員
会
・
専
門
部
会

及
び
家
事
支
援
委
員
会
と
女
性
の
会
、
そ
れ

ぞ
れ
が
計
画
を
実
行
に
移
し
た
結
果
と
事
務

局
の
支
援
に
よ
り
堅
調
な
成
果
と
な
り
ま
し

た
。

◇
会
員
数
の
状
況

26
年
度
末
１
３
４
９
人
で
あ
っ
た
会
員
数

は
、
29
年
度
末
に
は
１
２
０
１
人
ま
で
減
少

し
ま
し
た
。
原
因
と
し
て
企
業
の
定
年
が
65

歳
に
定
着
し
て
、
シ
ル
バ
ー
会
員
に
登
録
が

ず
れ
て
き
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
市
発
行
の

「
広
報
さ
か
ど
」
に
折
込
み
チ
ラ
シ
を
実
施

す
る
と
と
も
に
、
さ
ら
に
会
員
募
集
の
た
め

の
出
張
説
明
会
を
地
区
の
集
会
所
等
で
行
っ

た
こ
と
で
、
会
員
数
が
増
加
し
ま
し
た
。
最

終
的
に
は
前
年
を
ク
リ
ア
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

◇
契
約
金
額
の
状
況

平
成
30
年
度
の
契
約
金
額
は
、
請
負
金
額
、

派
遣
金
額
と
も
に
前
年
比
１
０
６
％
と
な
り

順
調
に
伸
び
ま
し
た
。

◇
今
後
の
課
題

会
員
の
増
加
と
会
員
の
働
く
場
所
の
確
保

は
、
セ
ン
タ
ー
に
と
っ
て
最
重
要
課
題
で
す
。

会
員
の
募
集
で
は
、
啓
発
チ
ラ
シ
の
「
広
報

さ
か
ど
」
へ
の
折
り
込
み
、
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ

の
ほ
か
一
般
市
民
に
向
け
た
広
報
活
動
を
継

続
し
、
出
張
募
集
も
引
き
続
き
行
い
ま
す
。

ま
た
、
契
約
金
額
の
確
保
で
は
、
企
業
訪

問
に
よ
る
受
注
の
ほ
か
、
国
・
県
の
方
向
性

を
踏
ま
え
、
派
遣
事
業
や
福
祉
分
野
な
ど
の

事
業
展
開
や
地
域
社
会
と
連
携
し
た
事
業
等

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

30
年
度
の
新
規
会
員
の
平
均
年
齢
は
69
歳

で
す
が
、
既
存
会
員
は
73
・
８
歳
で
す
。

シ
ル
バ
ー
な
ら
で
は
の
健
康
と
生
き
が
い
を

実
現
で
き
る
、
会
員
の
高
齢
化
に
合
わ
せ
た

就
業
環
境
を
整
備
す
る
新
し
い
業
務
の
開
拓

も
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

シルバー さかど( 3 )

平
成
30
年
度
事
業
実
績
及
び
今
後
の
課
題



報
告
会
で
は
、
理
事
長
よ
り
公
共
事
業
は
も

と
よ
り
一
般
市
民
向
け
の
事
業
を
ふ
や
し
、
シ

ル
バ
ー
人
材
を
も
っ
と
よ
く
知
っ
て
も
ら
い
た

い
。
会
員
数
を
ふ
や
す
た
め
に
、
各
地
区
ご
と

に
出
張
説
明
会
も
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
後
と

も
安
定
し
た
事
業
運
営
を
行
な
っ
て
ま
い
り
た

い
等
の
挨
拶
が
あ
り
、
講
習
会
カ
ー
ド
満
了
者

の
記
念
品
贈
呈
が
行
な
わ
れ
た
。

そ
の
後
、
資
料
に
基
づ
き
、
今
年
は
事
務
局

よ
り
一
括
し
て
事
業
報
告
が
行
な
わ
れ
た
。
続

い
て
大
塚
局
長
よ
り
、
接
遇
講
習
会
の
資
料
の

中
か
ら
、
職
場
で
の
基
本
用
語
の
一
つ
と
し
て

「
ご
苦
労
様
で
す
」
は
、
上
か
ら
目
線
に
と
ら

れ
る
の
で
「
お
疲
れ
さ
ま
で
す
」
と
し
た
方
が

よ
い
等
の
話
が
あ
り
、
質
疑
応
答
も
行
な
わ
れ

た
。
報
告
会
終
了
後
、
地
区
班
長
の
紹
介
が
行

な
わ
れ
た
。

【
三
芳
野
・
勝
呂
地
区
】
２
月
２
日

報
告
会
で
運
営
は

黒
字
で
推
移
、
し
か

し
自
転
車
事
故
が
増

え
て
い
る
と
報
告
が

あ
っ
た
。
懇
親
会
は

和
気
あ
い
あ
い
と
会

話
が
弾
み
、
試
み
で

抽
選
会
を
や
っ
た
と

こ
ろ
大
は
し
ゃ
ぎ
し

て
大
成
功
。
次
は
も
っ

と
賞
品
を
増
や
し
て

と
せ
が
ま
れ
た
。

『
椅
子
席
で
膝
が
楽
だ
ね
』
と
喜
び
の
声
が
寄

せ
ら
れ
た
。

【
坂
戸
東
地
区
】
２
月
９
日

毎
年
一
回
の
集
ま
り

に
出
席
し
始
め
て
、
三

回
目
。
年
一
回
だ
け
顔

を
合
わ
せ
る
人
も
、
会

う
な
り
『
オ
ッ

元
気
？
』

『
ヤ
ァ
ー

お
久
し
ぶ
り
！
』

『
今
、
何
や
っ
て
い
る

の
？
』
な
ど
な
ど
賑
や

か
な
挨
拶
。

懇
親
会
の
時
間
に
な

る
と
お
互
い
に
知
ら
な

い
間
柄
な
の
に
、
話
に

花
が
咲
く
。
懇
親
会
の
終
わ
り
に
は
頂
い
た
日

本
酒
も
全
部
ス
ッ
カ
ラ
カ
ン
。

ほ
ど
酔
い
機
嫌
で
バ
ス
に
乗
り
、
『
じ
ゃ

ま
た
な
！
』
い
つ
の
間
に
か
知
り
合
い
が
増
え

て
い
る
。

【
北
坂
戸
・
坂
戸
西
地
区
】
２
月
16
日

会
場
は
、
今
年
よ
り
足

腰
に
や
さ
し
い
椅
子
席
に

な
り
ま
し
た
。

懇
親
会
に
移
り
、
理
事

長
や
事
務
局
長
も
各
テ
ー

ブ
ル
を
廻
り
、
会
員
の
方
々

と
言
葉
を
交
わ
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

や
が
て
カ
ラ
オ
ケ
が
始

ま
り
、
舞
台
上
で
気
持
ち
よ
く
歌
わ
れ
て
い
ま

し
た
。

【
入
西
・
大
家
地
区
】
２
月
23
日

２
年
目
の
合
同

懇
親
会
は
50

名
の

方
が
参
加
、
乾
杯

後
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム

が
開
始
さ
れ
、
お

酒
も
進
み
活
気
あ

る
雰
囲
気
の
中
、

会
員
の
日
舞
、
カ

ラ
オ
ケ
等
が
演
じ

ら
れ
盛
り
上
が
っ

た
ア
ッ
と
い
う
間

の
２
時
間
で
し
た
。

【
坂
戸
中
央
地
区
】
３
月
２
日懇

親
会
に
移
る
と

お
酒
も
入
り
、
カ
ラ

オ
ケ
で
盛
り
上
が
っ

た
あ
と
、
お
楽
し
み

の
抽
選
会
で
は
、
多

数
の
賞
品
が
用
意
さ

れ
、
名
前
が
読
み
上

げ
ら
れ
る
た
び
拍
手

で
迎
え
ら
れ
、
こ
の

日
一
番
の
盛
り
上
が

り
と
な
っ
た
。

広
報
部
会

記

シルバー さかど ( 4 )

平
成
30
年
度
地
区
別
事
業
報
告
会
・
懇
親
会



（
事
業
部
会
）

☆
清
掃
講
習
会
開
催

30
年
度
清
掃
講
習
会
が
２
月
28
日
（
木
）
ワ
ー

ク
プ
ラ
ザ
に
て
清
掃
に
関
す
る
会
員
の
技
能
向

上
を
目
的
と
し
て
オ
ー
ル
商
会
の
岡
竜
也
講
師

を
招
い
て
実
施
し
ま
し
た
。

前
半
は
、
安
全
衛
生
に
つ
い
て
の
座
学

後
半
は
、
危
険
予
知
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

１
組
６
名
の
グ
ル
ー
プ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
方
式
で

イ
ラ
ス
ト
を
見
な
が
ら
、
そ
こ
に
は
ど
ん
な
危

険
が
潜
ん
で
い
る
か
を
発
見
し
、
意
見
交
換
を

し
ま
し
た
。

８
組
の
代
表
者
が
各
グ
ル
ー
プ
の
課
題
に
対

し
て
、
発
見
し
た
危
険
箇
所
を
発
表
し
ま
し
た
。

講
師
か
ら
貴
重
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
貰
い
大
変

有
意
義
な
講
習
会
で
し
た
。

事
業
部
会

記

（
総
務
部
会
）

☆
健
康
講
演
会
開
催

３
月
６
日
（
水
）
ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ
に
て
、
平

成
30
年
度
健
康
講
演
会
「
フ
レ
イ
ル
予
防
」
が

講
師
に
坂
戸
中
央
病
院
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

科
理
学
療
法
士
・
川
崎
新
太
郎
科
長
を
お
招
き

し
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

フ
レ
イ
ル
と
は
「
介
護
が
必
要
と
ま
で
は
い

か
な
い
け
れ
ど
、
様
々
な
機
能
が
衰
え
て
き
た

状
態
」
で
、
や
が
て
身
体
的
、
社
会
的
、
認
知

的
、
心
理
的
な
衰
え
を
招
き
ま
す
。
ま
ず
は
誰

か
と
一
緒
に
ご
飯
を
食
べ
る
、
家
の
中
で
の
簡

単
な
運
動
、
作
業
を
す
る
事
か
ら
始
め
予
防
し

ま
し
ょ
う
。

今
回
は
も
も
上
げ
、
膝
伸
ば
し
の
実
技
講
習

も
受
け
ま
し
た
。
59
名
の
参
加
者
は
真
剣
に
身

体
を
動
か
し
て
い
ま
し
た
。

総
務
部
会

記

（
女
性
の
会
）

☆
第
３
回
勉
強
会
「
自

彊
術
教
室
」
開
催

じ

き
ょ
う

３
月
15
日
（
金
）
ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ
に
て
、
自

彊
術
指
導
者
船
木
英
子
氏
を
迎
え
、
「
健
康
な

体
作
り
」
で
自
彊
術
を
学
び
ま
し
た
。

自
彊
術
体
操
は
、
呼
吸
法
、
体
の
動
か
し
方
な

ど
で
道
具
を
使
わ
な
い
の
で
安
全
で
効
果
が
あ

り
ま
す
。
自
分
の
体
の
悪
い
と
こ
ろ
も
分
か
る

事
を
教
え
て
頂
き
ま
し
た
。

参
加
者
（
24
名
）
か
ら
は
「
体
が
ス
ッ
キ
リ

し
た
」
「
体
が
あ
た
た
か
く
な
っ
た
」
な
ど
、

ま
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
72
％
の
方
が
続
け
た
い

と
嬉
し
い
お
言
葉
を
寄
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

女
性
の
会

記

シルバー さかど( 5 )

部
会
・
委
員
会
情
報



( 6 )よろしくお願いします☆☆

勝呂地区 ８名

坂戸東地区 ７名坂戸中央地区 １０名

三芳野地区 ５名

大家地区 ５名

５班 臼井トシ子

５班 郡司アキ子

５班 石川登志夫
５班 福島 卓

５班 小谷 清

４班 玉城廣和

４班 小川恵美子

４班 榮川 寛

４班 原 健一

４班 神作久子

４班 平 利勝

１班 川野文雄

１班 岡住初子

１班 出口三夫

２班 大川敏夫

２班 内田幸雄

２班 三村靖子

３班 綿貫和夫

３班 和倉健二

３班 中西國夫
３班 藤浪千恵子

３班 水井力雄

３班 萩野谷敏広

６班 長堀正春

６班 長 則夫

７班 細谷定雄

７班 小嶋英次

北坂戸地区 ７名

６班 草間 晁

８班 渡辺 智 ９班 尾櫃玉枝 10班 児玉高紀

８班 木野村敏郎

５班 安部信男

７班 荒木紘一

委

嘱

状

交

付

式

４
月
10
日(

金)

ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ
に
て

職
群
班
班
長
・
副
班
長
、
地
域
班
班
長

に
委
嘱
状
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

任
期
は
平
成
31
年
４
月
１
日
か
ら

令
和
３
年
３
月
31
日
ま
で
。

（５月１日より）



( 7 )

職群班（除草班・草刈班・植木班・受付清掃班）

どうぞよろしくお願いします

坂戸西地区 ６名

入西地区 ５名

１班 中野享重 ２班 日詰健治 ３班 好村洋光

４班 井上正雄 ５班 竹田久夫 ６班 関 禧子

１班 大山謙次 ２班 関根 等 ３班 三田一雄 ５班 友光賢一４班 比留間 勉
１班 石川康雄

１班 竹原今朝一

１班 市川武夫

２班 小野沢和夫

２班 吉成良子

２班 木村 清

６班 松田和子 ７班 篠﨑 勲

【後列】左から 小野勇・島野正・浅見勉・伊藤博・宮﨑敏明・鹿野真二

☆☆新しい職群班と地域班班長さんです

【丸枠内】間中敏夫【前列】左から 中村和男・都筑睦男・武藤良宏・江島義文



適
正
就
業
委
員
長

小
泉

隆

未
就
業
者
を
原
則
対
象
に
、

就
業
に
当
た
っ
て
の
希
望
・

職
種
・
条
件
な
ど
、
改
め
て

個
々
に
面
接
し
、
少
し
で
も

多
く
の
意
見
を
聞
く
場
を
設

け
ま
し
た
の
で
、
是
非
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

尚
、
29
年
度
よ
り
開
始
い
た
し
ま
し
た
公
共

就
業
の
公
募
も
就
業
需
要
が
あ
っ
て
も
、
希
望

就
業
と
マ
ッ
チ
せ
ず
、
せ
っ
か
く
の
就
業
機
会

を
無
駄
に
す
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
し
た
の
で
、

希
望
の
幅
を
広
げ
て
応
募
し
て
い
た
だ
け
る
と
、

就
業
機
会
も
広
が
る
と
思
い
ま
す
。

ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ
３
階
会
議
室
に
て
左
記
開
催

日
に
相
談
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

希
望
者
は
開
催
日
の
平
日
３
日
前
ま
で
に
、

電
話
ま
た
は
直
接
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
窓

口
に
申
し
込
み
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

申
し
込
み
受
付
は
、
各
日
午
前
９
時
30
分
～

12
時
・
午
後
１
時
30
分
～
４
時
、

各
５
名
程
度
で
先
着
順
に
な
り
ま
す
。

☆
有
限
会
社
大
黒
食
鳥

に
っ
さ
い
住
宅
地
の
西
側
に
位
置
す
る
善
能

寺
に
あ
る
、
㈲
大
黒
食
鳥
に
派
遣
就
業
し
て
い

る
畠
山
誠
さ

ん
、
水
村
越

夫
さ
ん
、
田

邊
敏
昭
さ
ん
、

石
川
進
さ
ん

を
訪
ね
ま
し

た
。
主
に
焼

き
鳥
用
の
肉

の
加
工
を
行

な
っ
て
い
ま

す
。
食
品
業

務
な
の
で
衛

生
面
は
厳
し

く
管
理
さ
れ
て
い
ま
す
。

15
種
の
焼
き
肉
用
の
肉
・
皮
の
カ
ッ
ト
、
串

打
ち
は
１
人
１
日
400
本
～
500
本
を
し
ま
す
。

Ｑ
．
就
業
日
、
就
業
時
間
は
？

Ａ
．
月
・
火
・
木
・
金
・
土
曜
日
の
午
前
８
時

～
12
時
、
又
は
午
後
１
時
～
５
時
で
週
４

日
就
業
で
す

Ｑ
．
特
に
留
意
し
て
い
る
こ
と
は
？

Ａ
．
ま
ず
手
を
切
ら
な
い
こ
と

段
取
り
が
大
事
、
目
方
・
形
状
も
均
一
に

次
の
作
業
の
人
が
や
り
や
す
い
よ
う
に
心

が
け
て
い
ま
す

黒
崎
社
長
か
ら
は
「
皆
さ
ん
慣
れ
て
手
際
よ

く
や
っ
て
く
れ
る
」
と
お
誉
め
の
言
葉
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
創
業
40
年
を
超
え
、
直
営
店
も

３
店
あ
り
、
長
く
お
客
様
か
ら
愛
さ
れ
て
い
る

一
端
を
か
い
ま
見
た
思
い
が
し
ま
し
た
。

広
報
部
会

記

☆
坂
戸
に
っ
さ
い
桜
ま
つ
り
に
参
加

第
５
回
坂
戸
に
っ
さ
い
桜
ま
つ
り
が
３
月
16

日
（
土
）
か
ら
24
日
（
日
）
ま
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

前
日
の
天
気
予
報
で
は
雨
の
予
報
が
一
転
し

て
天
候
に
恵
ま
れ
、
大
勢
の
方
が
桜
や
イ
ベ
ン

ト
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

昨
年
を
上
回
る
大
勢
の
来
場
者
で
駐
車
場
に

は
他
県
ナ
ン
バ
ー
の
車
も
多
数
見
受
け
ら
れ
ま

し
た
。

ブ
ー
ス
で
は
坂

戸
市
近
隣
か
ら
の

観
光
物
産
展
に
列

が
で
き
大
盛
況
で

し
た
。

当
セ
ン
タ
ー
も
、

花
の
種
や
セ
ン
タ
ー

の
Ｐ
Ｒ
チ
ラ
シ
を

来
場
者
に
配
布
し

ま
し
た
。

花
の
種
（
朝
顔
）

は
大
人
気
で
し
た
。

事
業
部
会

記

シルバー さかど ( 8 )

就
業
相
談
会
の
実
施
に
つ
い
て

職

場

訪

問

開 催 日

５月２０日（月）

６月１７日（月）

７月１６日（火）

８月１９日（月）

９月１７日（火）

１０月２１日（月）

１１月１８日（月）

１２月１６日（月）

１月２０日（月）

２月１７日（月）

３月１６日（月）

左から、畠山さん・水村さん・田邊さん・石川さん

地

域

交

流

情

報



シルバー さかど( 9 )

３
月
30
日
（
土
）
指
定
管
理
者
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
主
催
、
「
第
１
回
こ
と
ぶ
き

荘
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
、
会
員
の
方
を
始

め
日
頃
こ
と
ぶ
き
荘
を
利
用
し
て
い
る
多
く

の
方
の
ご
来
場
を
い
た
だ
き
、
芸
能
発
表
・

カ
ラ
オ
ケ
等
が
披
露
さ
れ
大
盛
況
で
し
た
。

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
自
主
事
業

こ
と
ぶ
き
荘
ま
つ
り

コーラス

理事長挨拶

南京玉すだれ日 舞
銭太鼓

フラダンス
津軽三味線

民 謡 健康体操ＰＲ

カラオケ



川

柳

新
聞
を
め
く
れ
ぬ
指
が
札
か
ぞ
え

さ
つ

金
山

好
一

Ａ
Ｉ
に
及
ば
ぬ
妻
が
ち
ょ
う
ど
良
い

脳
味
噌
タ
ラ
ン

フ
ァ
イ
ン
ダ
ー
君
の
眩
し
す
ぎ
る
笑
顔

小
林

幸
子

妻
が
奢
る
特
上
ウ
ナ
ギ
な
ぜ
旨
い

百
円

亭
主

俳

句

筍
の
伸
び
に
負
け
て
る
吾
の
歩
み

岳

風

五
十
年
同
じ
土
地
で
牡
丹
咲
き

鉄
五
朗

十
薬
や
我
が
物
顔
に
蔓
延
ば
す

長
嶋

昇

短

歌

世
界
一
賢
い
オ
ウ
ム
の
真
似
す
れ
ば

誰
の
マ
ネ
か
と
頭
か
し
げ
る

恵

柳

水
清
き
忍
野
八
海
湧
水
池

し
ば
し
止
ま
り
心
を
洗
ふ

て
つ
ん
ど

鯉
の
ぼ
り
皐
月
の
空
を
泳
ぎ
ゐ
て

姉
さ
か
ぶ
り
の
田
植
は
じ
ま
る

詠
人
知
ら
ず

か
ん
た
ん
料
理

☆
ア
ジ
の
た
た
き
オ
ク
ラ
和
え

１
．
ア
ジ
２
尾
は
、
皮
を
引
き
３
枚
に
お
ろ
し

（
ス
ー
パ
ー
で
調
理
し
て
く
れ
ま
す
）

こ
ま
か
く
刻
む

２
．
オ
ク
ラ
３
本
は
熱
湯
で
１
分
位
ゆ
で
、

小
口
切
り
に
し
て
冷
ま
す

◇
１
と
２
を
合
わ
せ
、

調
味
料
（
し
ょ
う
ゆ

大
さ
じ
２
、
酢
小
さ

じ
１
・
５
）
を
合
わ

せ
た
も
の
で
和
え
る

・
最
後
に
青
ジ
ソ
を
刻

ん
で
ふ
り
か
け
る

（
絶
品
な
る
こ
と
受
け

合
い
）

☆
ア
ボ
カ
ド
の
海
苔
ワ
サ
ビ
和
え

1
・
5
㎝
角
に
切
っ
た
ア
ボ
カ
ド
を

ワ
サ
ビ
（
適
量
）
・

酢
・
し
ょ
う
ゆ
・

オ
リ
ー
ブ
油
（
各
大

さ
じ
１
）
を
合
わ
せ

た
の
で
和
え
る

・
最
後
に
ち
ぎ
っ
た
焼

き
海
苔
を
ふ
り
か
け

る
（
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を

下
げ
る
効
果
あ
り
）

☆
「
高
道
治

作
陶
展
」
を
鑑
賞

パ
ソ
コ
ン
教
室
講
師
の
高
道
氏
の
個
展
が
、

平
成
31
年
３
月
25
日(

月)

～
30
日(

土)

ま
で
、

東
京
、
神
田
駅
近
く
の
木
ノ
葉
画
廊
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
作
品
は
焼
き
締
め
の
壺
、
緋
襷
（
ひ

だ
す
き
）
花
生
け
、
徳
利
、
ぐ
い
呑
み
等
70
点

余
り
が
展
示
さ
れ
、
お
宝
鑑
定
さ
な
が
ら
の
鑑

賞
で
し
た
。
本
人
の
陶
芸
キ
ャ
リ
ア
も
13
年
で
、

制
作
数
も
千
点
近
く
に
な
る
そ
う
で
す
。

パ
ソ
コ
ン
教
室

田
上
吉
隆

記

シルバー さかど ( 10 )

会

員

の

広

場

投

稿

作

品

欄

文
芸
を
楽
し
ん
で
頂
い
て

い
ま
す
か
の
～

皆
さ
ん
か
ら
の
投
稿
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
ぞ



故
・
田
中
辰
登
さ
ん
は
、
生
前
、
写
真
ク
ラ

ブ
会
長
を
務
め
、
数
多
く
の
作
品
を
撮
影
さ
れ

ま
し
た
。

故
人
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
、
作
品
の
一
つ

を
掲
載
い
た
し
ま
す
。

【
第
10
回
理
事
会
】
平
成
31
年
1
月
30
日

①
新
規
登
録
正
会
員
の
承
認

（
男
性
６
名

女
性
８
名

合
計
14
名
）

②
地
域
班
分
割
の
承
認

③
補
正
予
算
（
第
１
号
）
の
承
認

④
報
告
事
項

５
件

【
第
11
回
理
事
会
】
平
成
31
年
2
月
27
日

①
新
規
登
録
正
会
員
の
承
認

（
男
性
10
名

女
性
５
名

合
計
15
名
）

②
補
正
予
算
（
第
２
号
）
の
承
認

③
報
告
事
項

２
件

【
第
12
回
理
事
会
】
平
成
31
年
3
月
27
日

①
新
規
登
録
正
会
員
の
承
認

（
男
性
12
名

女
性
２
名

合
計
14
名
）

②
補
正
予
算
（
第
３
号
）
の
承
認

③
特
定
資
産
取
得
資
金
の
保
有
に
係
る
計
画
の

承
認

④
平
成
31
年
度
事
業
計
画
（
案
）
及
び

平
成
31
年
度
収
入
支
出
予
算
（
案
）
の
承
認

⑤
役
員
の
利
益
相
反
取
引
の
承
認
に
つ
い
て

⑥
協
議
事
項

平
成
31
年
度
見
積
基
準
単
価
に
つ
い
て

⑦
報
告
事
項

４
件

◇
新
入
会
員
名
簿

【
１
月
入
会
者
】
（
13
名
）

（
三
芳
野
地
区
）

渡
邊
文
子
・
小
峰
清
実

（
勝
呂
地
区
）

下
出

修
・
近
藤

実

国
分
真
治
・
牧
野
祥
代

林

直
枝

（
入
西
地
区
）

三
田

喬

（
大
家
地
区
）

向
山
修
代

（
坂
戸
中
央
地
区
）
井
﨑
佳
代
子
・
井
上
享
二

玉
城
好
江
・
山
浦
佐
智
子

【
２
月
入
会
者
】
（
15
名
）

（
三
芳
野
地
区
）

矢
代
吉
郎

（
勝
呂
地
区
）

毛
利
敏
彦
・
岸
上
千
代
子

美
里
ト
モ
・
中
島
勝
臣

（
入
西
地
区
）

種
山
六
廣
・
小
山
孝
栄

鈴
木
生
吉
・
上
沢
郁
雄

（
大
家
地
区
）

渡
邉
ト
メ
子

（
北
坂
戸
地
区
）

山
中
ツ
ネ
子

（
坂
戸
中
央
地
区
）
原

俊
嗣
・
岡
田
義
親

（
坂
戸
東
地
区
）

渡
部
正
吾

（
坂
戸
西
地
区
）

難
波
敏
子

【
３
月
入
会
者
】
（
14
名
）

（
勝
呂
地
区
）

丸
山
雪
子

（
入
西
地
区
）

小
野
塚
文
夫
・
齊
田

武

宮
﨑
寛
一
・
吉
田
三
良

（
北
坂
戸
地
区
）

吉
野
菊
江
・
原
田

工

平
島
孝
美
・
戸
島
忠
信

（
坂
戸
中
央
地
区
）
野
間
一
志
・
高
橋
保
夫

鈴
木

進
・
安
江

繁

（
坂
戸
東
地
区
）

光
位
文
夫

シルバー さかど( 11 )

新

入

会

員

の

紹

介

理
事
会
報
告
（
１
月
～
３
月
）

会
員
の
広
場
投
稿
募
集

◆
俳
句
・
川
柳
・
短
歌
・
都
々
逸
・
エ
ピ
ソ
ー
ド

（
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
つ
い
て
は
断
り
無
く
添
削
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
）

◆
投
稿
は
左
記
へ
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
明

記
し
Ｆ
Ａ
Ｘ
若
し
く
は
郵
送
（
ハ
ガ
キ
）
に
て

（
必
要
な
方
は
専
用
用
紙
も
用
意
し
て
あ
り
ま
す
）

◆
〒
３
５
０-

０
２
１
２

坂
戸
市
石
井
２
３
２
７-

５

坂
戸
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー(

広
報
部)

宛

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
２
８
９
）
３
７
３
３

◆
採
用
作
品
に
は
薄
謝
を
進
呈
い
た
し
ま
す

（
採
用
作
品
数
に
か
か
わ
ら
ず
一
人
一
点
の
み
）

故
・
田
中
辰
登
さ
ん
作
品

【セキレイ】



シルバー さかど ( 12 )

【
事
務
局
職
員
】

事
務
局
長

大
塚

治
美

次

長

吉
川

高
行

（
平
成
31
年
４
月
１
日
付
昇
任
）

係

長

福
島

祐
助

主

事

中

元
大

臨
時
職
員

諏
訪

美
幸

同

渡
辺

し
の
ぶ

同

舩
木

泰
弘

同

畑
村

寿
樹

同

外
川

亜
由
美

派
遣
事
業
等
専
門
員

赤
川

俊
雄

同

後
藤

悟

家
事
支
援
等
専
門
員

不
二
井
福
太
郎

同

藤
代

俊
久

本
誌
97
号
は
令
和
元
年
５
月
発
行
の
記
念

す
べ
き
号
で
す
。

池
田
専
務
理
事
の
「
平
成
30
年
度
事
業
実

績
と
今
後
の
課
題
」
、
４
月
か
ら
担
当
す
る

「
職
群
班
と
地
域
班
班
長
の
紹
介
」
、
「
第

１
回
こ
と
ぶ
き
荘
ま
つ
り
」
等
の
記
事
を
掲

載
し
ま
し
た
。

ま
た
、
６
月
15
日(

土)

は
、
令
和
最
初
の

定
時
総
会
で
す
。
会
員
皆
様
多
数
の
出
席
を

お
願
い
し
ま
す
。

新
時
代
に
入
り
、
よ
り
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
読

み
が
い
の
あ
る
広
報
誌
づ
く
り
に
編
集
部
一

同
心
が
け
て
ま
い
り
ま
す
。

広
報
部
長

髙
岸

明

記

編

集

後

記

事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

訃

報

田
中

辰
登

様
・
坂
戸
東
地
区
７
班

享
年
七
十
四
歳

飯
田

次
郎

様
・
坂
戸
東
地
区
３
班

享
年
八
十
歳

根
岸

忠
男

様
・
勝
呂
地
区
１
班

享
年
八
十
歳

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

令和元年度会費は６月より徴収いたします

本年度会費の納入方法は、昨年度と同様に配分金より控除いたします。

５月分の配分金のある方はそこから控除 （６月25日付）させていただき、

その他の方については、翌月以降の配分金から控除又はコンビニエンス

ストアで納入していただくか、センターが指定する金融機関の口座へ振

込となります。

詳細については、郵送にて通知いたします。

センター会費の納入額は、２，６００円です。 (平成２８年４月１日改正 )

なお、健康上の理由で働けなくなった方、また会員を継続することを

希望されない方につきましては、恐れ入りますが事務局までお申し出く

ださい。

会費の納入が滞ると、センターの健全運営に支障が生じますのでよろ

しくお願いいたします。

事

務

局

職

員

紹

介

みんなで一緒に楽しく体操してみませんか！

【 期 日 】５月２８日、６月１１・２５日、

７月９・２３日、８月１３・２７日、

９月１０・２４日

（ 第２・第４火曜日 ）

【 時 間 】１０時００分～１１時３０分

【 申し込み 】ことぶき荘へ直接、または電話で

お申し込みください。

（ ☎ ０４９-２８３-０２２３）

※ 詳細は、ことぶき荘にお問い合せください。

ことぶき荘自主事業『健康体操』


